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好きな言葉
実るほど頭を垂れる稲穂かな
強くなければ生きていけない、優しくなければ生きている意味がない

趣味　映画、カラオケ

性格傾向

負けず嫌い、忍耐力はそれほどない、めんどくさがり、貪欲、
不安緊張は強め、八方美人、器用貧乏、厨二病（ジャンプ系漫画好き）、
自己啓発本好き、帰国子女ではない、聖人でもないが巨悪でもない



本発表のスコープ

生成AI（主にChatGPT）を使うきっかけに

研究（論文執筆など）への適切な応用法を考えるきっかけに

シンプルかつ実践的な使用法の紹介

本発表のスコープ外

生成AIの厳密な原理の理解

その使用法の最適解の提供

APIやプログラミング等を用いるややアドバンス的な使用法

教育・研究以外（例：臨床）に直結するAIの使用法

 AI: artificial intelligence, API: application programming interface



研究でも言語の壁は大きいよね

論文読解・執筆・出版、発表準備や国際学会参加を行う際に、英語ネイティブに比べて非ネイティ

ブは非常に大きな時間や労力を費やしている

https://twitter.com/tatsuya_amano/status/1681403577510809600?s=20
https://translatesciences.com/new-paper-in-plos-biology/

https://twitter.com/tatsuya_amano/status/1681403577510809600?s=20
https://translatesciences.com/new-paper-in-plos-biology/


科学的知見をさらに広めるために

Matsui et al. JAMA (2023)

https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/37552501/


以降のスライドについて

多くのプロンプトを紹介しますが、

自作もあれば、SNS、ブログ、講演会で紹介されたプロンプトも多く引用させていただいております

プロンプトに絶対的な正解はないので、適宜ご修正し自分色に染めてください
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臨床研究の流れ



王道を大切に

臨床経験（臨床疑問）、先輩・同僚とのディスカッション、先行研究などを参考に
研究アイデアを蓄積する
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研究アイデア：そもそもChatGPTに聞く前に



 

研究テーマの提案のためのプロンプト（例）
 

あなたは一流の臨床研究者です。科学的で、臨床的意義があり、洗練されたリサーチクエスチチョンの案を出してください。

　

#制約条件

1. リサーチクエスチョンは、FINER (Feasible（実現可能性）, Interesting（科学的興味深さ）, Novel（新規性）, Ethical（倫理性）, 
Relevant（臨床的な意義がある)に沿っている必要があります

2. リサーチクエスチョンは明確かつ簡潔でなければならず、必要に応じて研究対象集団、設定、時間枠、曝露、結果に関する適切な

情報を盛り込む必要があります

3. 5個のリサーチクエスチョンの案を出してください

4. 各リサーチクエスチョンの長所と短所を含めてください

5. できるだけ多様なリサーチクエスチョン提案をしてください

6. 各リサーチクエスチョンに1行ずつ、表形式で提案してください。

7. 以下のキーワードをもとにリサーチクエスチョンをご提案ください。

精神科、うつ病、ケタミン、観察研究  

https://twitter.com/iznaiy_emjawak/status/1650097918958002180?s=20　も参考に作成

ほぼゼロから研究アイデアを考える場
合のプロンプト

https://twitter.com/iznaiy_emjawak/status/1650097918958002180?s=20


臨床研究デザインを考える

● PICO/PECO　を意識する

● FINER (Feasible, Interesting, Novel, Ethical, Relevant)　を意識する

臨床研究立ち上げから英語論文発表まで最速最短で行うための極意
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https://www.amazon.co.jp/dp/476531734X


#役割

あなたは臨床研究の世界的権威であり、倫理審査委員会のメンバーです。

#命令書

以下の#臨床疑問をPICO(またはPECO)、つまり、どんな患者（Patient）に、どんな介入があると（InterventionまたはExposure）、何と比較して（Comparison）、どんな結果にな

るのか（Outcome）、の形にできるか判断し、PICO（またはPECO)の形にできるリサーチクエスチョンに変換した場合は、その際に適応すべき研究デザインも含めて、書き出し

て下さい。

次に、先ほどPICO(またはPECO)の形にしたリサーチクエスチョンを、FINER (Feasible, Interesting, Novel, Ethical, Relevant)に沿って確認して下さい。

さらに、前述の作業を1回繰り返し、改善してより、素晴らしいリサーチクエスチョンを出力して下さい。

もし、以下の#臨床疑問をリサーチクスチョンに変換する際に、PICO(またはPECO)の形にできる場合でも、その研究デザインが実現可能性の観点から難しい場合があるため、

PICO(またはPECO)の形を取らないリサーチクエスチョンとそれに対応する研究デザインを5つあげて下さい。その際にも、それぞれのリサーチクエスチョンを、FINER 
(Feasible, Interesting, Novel, Ethical, Relevant)の観点から確認して下さい。

また、もし以下の#臨床疑問が、PICO(またはPECO)の形にできない場合は、PICO(またはPECO)にこだわることなく、適切なリサーチクエスチョンとその研究デザインを３つ提

示して下さい。その際にも、それぞれのリサーチクエスチョンを、FINER (Feasible, Interesting, Novel, Ethical, Relevant)の観点から確認して下さい。

最後に、上記で出力されたPICOとFINERに対して、倫理審査委員会のメンバーの視点から、前述までに出力されたPICOとFINERのそれぞれの項目について倫理的および科

学的視点から批判的吟味をしてコメントを出力してください。

#臨床疑問

【日本の精神科領域の学会で発表された抄録が、その後に論文として発表される割合は？】

自分でメモしている臨床疑問を実現可能性のある
リサーチクエスチョンに昇華するためのプロンプト

臨床疑問をリサーチクエスチョンに昇華する

https://chat.openai.com/share/9bcb4121-09b9-4d39-825c-d67820f7e435

https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/35294087/
こちらの論文のリサーチクエスチョン

https://chat.openai.com/share/9bcb4121-09b9-4d39-825c-d67820f7e435
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/35294087/


臨床疑問をリサーチクエスチョンに昇華する
（ワークショップ形式ver）

https://chat.openai.com/share/44078fdb-e613-4325-8404-c741a7aa5a67

あなたは経験豊富な臨床研究者であり、プロのワークショップ設計士であり、ファシリテーターです。今から、以下の #テーマに沿ったアイデアを考えるワークショップを、私が参加者、あなたは
ファシリテーターとして行います。以下のルールに従ってワークショップの進行をしてください。

#テーマ
臨床疑問を PICOに沿ったリサーチクエスチョンに形式化するためのワークショップ

#ゴール
- 臨床疑問を列挙する
- その臨床疑問を PICO(またはPECO)、つまり、どんな患者（ Patient）に、どんな介入があると（ InterventionまたはExposure）、何と比較して（ Comparison）、どんな結果になるのか
（Outcome）、の形に沿ったリサーチクエスチョンに形式化できるか検討する

- PICO（またはPECO)の形にできるリサーチクエスチョンに変換した場合は、その際に適応すべき研究デザインも含めて、書き出す。その際には、先ほど PICO(またはPECO)の形にしたリ
サーチクエスチョンを、 FINER (Feasible, Interesting, Novel, Ethical, Relevant)に沿って確認する

- さらに、前述の作業を 1回繰り返し、改善してより、素晴らしいリサーチクエスチョンを出力して下さい。

- もし臨床疑問が、 PICO(またはPECO)の形にできない場合は、 PICO(またはPECO)にこだわることなく、適切なリサーチクエスチョンとその研究デザインを３つ提示して下さい。その際にも、
それぞれのリサーチクエスチョンを、 FINER (Feasible, Interesting, Novel, Ethical, Relevant)の観点から確認する

- 最後に、上記で出力された PICOとFINERに対して、倫理審査委員会のメンバーの視点から、前述までに出力された PICOとFINERのそれぞれの項目について倫理的および科学的視点か
ら批判的吟味をしてコメントを出力する

#ルール
- ワークショップの設計を内部的に行う
- 設計した内容を全て提示するのではなく、順を追って１つずつ私に適切な問いを投げかける
- その問いに私が回答したら、その回答内容を元に、ワークショップの次のフェーズに進み、また異なる問いを投げる
-　アイデアをとにかく多く出す発散フェーズと、それを絞る収束フェーズを交互に繰り返せるように問いを投げかける
- 上記を私が「ワークショップ終了」と入力するまで繰り返す

https://twitter.com/kajikent/status/1671437053840744448?s=20　
このツイートを引用改変し作成

https://chat.openai.com/share/44078fdb-e613-4325-8404-c741a7aa5a67
https://twitter.com/kajikent/status/1671437053840744448?s=20


https://twitter.com/YukiKataoka3/status/
1663112443143536640?s=20

https://chat.openai.com/share/
a8922606-3ce7-4ff3-945b-b5
93adb25bfb

上記からプロンプトにアク
セスできます

臨床疑問をリサーチクエスチョンに昇華する

https://twitter.com/YukiKataoka3/status/1663112443143536640?s=20
https://twitter.com/YukiKataoka3/status/1663112443143536640?s=20
https://chat.openai.com/share/a8922606-3ce7-4ff3-945b-b593adb25bfb
https://chat.openai.com/share/a8922606-3ce7-4ff3-945b-b593adb25bfb
https://chat.openai.com/share/a8922606-3ce7-4ff3-945b-b593adb25bfb


 

文献検索の検索式の提案のプロンプト
 
I want you to act as a researcher who drafts a scientific paper. You will develop a search string to conduct a  
literature search in the online literature database.  
　 
Please note the following points.  
1. Prioritize standardized terms to detect broader papers   
2. Use Boolean operators: Combine your keyword using Boolean operators (AND, OR, NOT) to create search  
strings. These operators help you refine your search by specifying relationships between terms.  
3. Use parentheses to group terms: Group related terms or synonyms with parentheses to create complex  
search strings (e.g., (diabetes OR "type 2 diabetes") AND hypertension).  
4. Use truncation and wildcards: Use truncation () and wildcards (?) to search for variations of a word.  
Truncation allows you to search for all possible word endings (e.g., therap will search for therapy, therapies,  
therapist, etc.), while wildcards replace a single character (e.g., women will search for both women and woman).  
5. Adjust field tags: Use field tags to specify where your search terms should appear in the article record, such  
as title [ti], abstract [ab], author [au], and publication date [dp]. For example, "diabetes"[ti] will search for  
articles with the term "diabetes" in the title.  
6. Consider filters and limits: Use filters and limits to narrow down your search results by attributes like  
publication date, article type, language, and more. Be cautious with filters, as they may inadvertently exclude  
relevant articles.  
7. The purpose of the literature search is to detect all relevant papers without missing any important papers  
related to the potential research questions.  
　 
If you understand, please suggest a search string related to the following research question.   
[Research question]  
【Nationwide Health Claims Data Analysis of Anti-Dementia Drug Use in Japan】  
 

https://twitter.com/iznaiy_emjawak/status/1650097918958002180?s=20   【】内を変更
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網羅的に論文を検索するための
PubMed検索式をChatGPTに生成
させる方法

https://drmagician.exblog.jp/30346272/

https://twitter.com/iznaiy_emjawak/status/1650097918958002180?s=20
https://drmagician.exblog.jp/30346272/


先行研究の検索

2024年1月5日時点で、ChatGPTに専門的な知識のアウトプットは信用しすぎてはいけない

王道を大切に

Pubmedを使った地道な網羅的な検索が前提

そもそもAIツールを使う前に



論文検索と地道な努力

My NCBI登録

 RSSリーダー

AIツール

X

網羅的/定期的な論文入手

PubMed等での、Mesh Termsを用いた一般的な検索方法も大切に
システマティックレビューなどの経験も論文検索には役立つ
↓
検索は最初の一歩なので、その後に、論文を読み込む力も必要
↓
結局は、論文読む数増やす、統計勉強する、など泥臭い努力もやっぱり必要
（2024年1月5日時点では）

私見ですが



論文の要約
〜Paper Interpreter編〜

 論文解説に特化

ChatGPTと異なり論文解説に特化しているので、PDFをアップロードす

るだけで（指示無しで）解説を始めてくれます。

 
 一貫した形式で回答

「要旨、背景、方法、結果、議論、制限、応用可能性」という一般的な論

文形式で回答するよう設計しているので、毎回指示する手間が省けま

す。

 
 図やグラフも説明可能

テキストだけでなく、図やグラフについても小項目ごと（ex. Figure 1a, 
1b, …）に説明してくれます。

https://note.com/daichi_konno/n/nb1f1ac368a30

https://note.com/daichi_konno/n/nb1f1ac368a30


（参考）

研究計画書を作ってくれるChatGPTプロンプトを作った。

https://twitter.com/alumican_net/status/1643854999804579841?s=20

申請書に書く研究計画の工程表作成!
https://twitter.com/genkAIjokyo/status/1648520108950847488?s=20
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研究計画書のテンプレートを入力

ゼロから：大雑把な内容を入力して下書きをしてもらう

校正として：自分でざっと書いたものを校正してもらう

など
 

 

 

 

https://twitter.com/alumican_net/status/1643854999804579841?s=20
https://twitter.com/genkAIjokyo/status/1648520108950847488?s=20
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研究計画書

説明文書

同意書

症例報告書

例：「研究目的」について

研究計画書の「目的と方法」から、一般の人もわかるような表現で書き換える
プロンプトが使用できそう

（プロンプトの例）
#役割
あなたは一流の精神科領域の研究者です。

#指示
臨床研究を実施するために、参加者の方に研究の内容を説明する説明文書を作成
する必要があります。以下の#草案の内容をもとに、説明文書を作成してください。

#制約条件
- 以下の#草案を一般の人にもわかりやすい表現に修正してください
- 日本語で出力

#草案
#草案に、すでに作成した研究計画書の「目的と方法」を入力



参加者のリクルートは、 AIツールではまだ不可能に近い

アイデア
・RQの設
定など

文献
調査

研究
計画書

倫理
申請

データ収
集

データ解
析

論文
執筆

論文
投稿

査読
対応

学会
発表

トラベル
アワード

グラント
申請

論文
査読



アイデア
・RQの設
定など

文献
調査

研究
計画書

倫理
申請

データ収
集

データ解
析

論文
執筆

論文
投稿

査読
対応

学会
発表

トラベル
アワード

グラント
申請

論文
査読

統計解析：

統計の基本的な勉強は重要

その上で、データ解析を得意とする Advanced 
Data Analysisモードは有用

（参考）
ChatGPTのCode Interpreterの使い方！自然言語でデータ

解析と機械学習 (20230707)

参考書・動画など

2010-2015年頃（自験例）　 ＳＰＳＳでやさしく学ぶ統計解析 　ＳＰＳＳで学ぶ医療系データ解析 　ＳＰＳＳで学ぶ医療系多

変量データ解析 　いまさら誰にも聞けない医学統計の基礎のキソ 　よくわかる医療統計

SPSS Laerd　

各統計手法の SPSSにおける使い方やその統計手法を使う上での前提も記載されている（英語）： Googleで使い方を

知りたい ”統計手法名 ” + “laerd”で検索可能

Rではじめる統計基礎講座

医師が教える R言語での医療データ分析入門‐改訂版

臨床研究に関連するサイト 　

臨床研究拠点病院が、臨床研究に関わる方々向けに様々な情報を提供しております。無料の登録が必要ですが、倫

理から統計手法まで多岐にわたる情報が蓄積されておりますので、参考になると思います。

慶應義塾大学病院臨床研究推進センター  https://education.ctr.hosp.keio.ac.jp/
ICR臨床研究入門　 https://www.icrweb.jp/icr_index.php
CROCO @大阪大学　 https://bvits.dmi.med.osaka-u.ac.jp/croco/login.aspx?ReturnUrl=%2fcroco%2fCommon%2f

＊慶應義塾大学病院臨床研究推進センターが提供する受講管理システム _利用手引書は こちらから手に入ります。

参考資料

https://note.com/genkaijokyo/n/n9f9220679022
https://note.com/genkaijokyo/n/n9f9220679022
https://www.amazon.co.jp/dp/4489023758/
https://www.amazon.co.jp/dp/4489022581/
https://www.amazon.co.jp/dp/4489022905/https://www.amazon.co.jp/dp/4489022905/
https://www.amazon.co.jp/dp/4489022905/https://www.amazon.co.jp/dp/4489022905/
https://www.amazon.co.jp/dp/4904307240/
https://www.amazon.co.jp/dp/4489022247/
https://statistics.laerd.com/
https://www.udemy.com/course/r-statistics/
https://www.udemy.com/course/data-analysis-by-r-for-medical-profession/
https://education.ctr.hosp.keio.ac.jp/
https://www.icrweb.jp/icr_index.php
https://bvits.dmi.med.osaka-u.ac.jp/croco/login.aspx?ReturnUrl=%2fcroco%2fCommon%2f
https://www.ctr.hosp.keio.ac.jp/doctors/educational/train.html


データ解析のヘルプ

 -

①”Advanced Data 
Analysis”を選択

②ここをクリックし、デー
タファイル選択 ③（例）上記のようなエクセルファイル

（ファイル名：Mockdata.xlsx）をアップ
ロード

プロンプト：

出力は日本語でお願いします

医療者のためのChatGPT

このページのChatGPTの画面は

旧バージョンになっています 

https://www.amazon.co.jp/dp/4880029262


次に、どんな解析をしてほしいかについて、具体的な指示を通常のテキストベー

スのプロンプトとして入力します。以下がその例です。

プロンプト

- 発表形式（0=ポスター, 1=口頭）の変数ごとに、論文化(0=なし, 1=あり）の数を

割合を円グラフで示してください

- それぞれの円グラフには論文化ありと論文化なしの実数と割合もそれぞれ記載

してください

- 円グラフの色はその中の文字などが見やすい色で出力してください

- 円グラフに文字を入力する際には英語で記載してください

- これらの指示に対する回答は日本語で行ってください

医療者のためのChatGPT

https://www.amazon.co.jp/dp/4880029262


プログラミング中のトラブルシューティング

コードを書く
↓
エラー
↓
エラーをコピってググる
質問サイト利用
周りに質問

ChatGPTにやりたいこと指示
↓
ChatGPTがコード下書き
↓
コードをコピペしてRなどで実行
↓
エラー
↓
エラーをコピってChatGPTに質問エ
ラーをコピってググる
質問サイトを利用
周りに質問

従来 　ChatGPTを使用した方法

第10回臨床疫学セミナー「医学論文執筆の新常識！初心者からメンターまで役立
つChatGPT活用法」片岡裕貴先生スライドを参考に作成



2024年1月5日時点では、論文執筆にChatGPTなどの生成AIツールが大きな効果を発揮

アイデア
・RQの設
定など
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ChatGPTを論文執筆に使っていいの？

Science誌：使っちゃダメ

Nature誌、JAMA誌：使用した場合は、その旨を MethodかAckowledgementに記載すべき

＊いずれの雑誌もChatGPTなどのLLM（大規模言語モデル）を著者としては認めていません
＊Nature誌もAIで作成した画像や動画は使用禁止

https://www.nature.com/articles/d41586-023-00191-1
https://jamanetwork.com/journals/jama/fullarticle/2801170
https://www.science.org/doi/10.1126/science.adg7879
https://www.nature.com/articles/d41586-023-01546-4

各雑誌のガイドラインを確認しましょう！！

LLM: large language model

https://www.nature.com/articles/d41586-023-00191-1
https://jamanetwork.com/journals/jama/fullarticle/2801170
https://www.science.org/doi/10.1126/science.adg7879
https://www.nature.com/articles/d41586-023-01546-4


医学系学術誌の編集者および関連団体の代表により構成された団体であるICMJE（International Committee 
of Medical Journal Editors: 医学雑誌編集者国際委員会）が提唱するICMJE推奨も2023年5月にアップデートさ

れ、AIツールに関する項目も追記されました。

ICMJEの規定

ChatGPT等は著者として認められない

論文作成時にChatGPT等を用いた際には、どのように使用したかなど

をカバーレターと論文内に記載する

剽窃がないことを確認する

引用文献等が適切であることを確認する

https://www.icmje.org/icmje-recommendations.pdf


Living guidelines for responsible use of generative AI in research

Bockting et al. Nature 2023 

初版（要約）

1. 生成AIの出力の正確性や情報源が不確実なため、科学的な出力の最終責任は常
に人間が負う必要がある。つまり、研究プロセスの少なくとも以下のステップにおい
て、人間による検証が必要：データ解析の解釈、 論文執筆、 査読、リサーチギャッ
プの特定、研究目的の設定、 仮説の立案、論文評価（雑誌編集者）

2. 生成AIを論文やプレゼンテーションのどの作業で使用したかを明記すべき

3. 使用した生成AIツール（バージョンも含む）を明記すべき

4. オープンサイエンスの原則を遵守するため、研究における生成AIの使用（どのプロ
ンプトを使用するかなど）を事前に登録し、その入力と出力を公開すべき

5. 生成AIツールを広範に使用した場合は、別の生成AIツールで研究結果を再現する
ことが推奨される

6. 学術誌は、査読や選考の目的で生成AIの使用した場合はそれを公表すべき

7. 学術誌は査読者に、査読でどのくらい生成AIを使用したかを尋ねるべき

https://www.nature.com/articles/d41586-023-03266-1


ChatGPTの不正使用はダメ！！

https://www.nature.com/articles/d41586-023-02477-w

論文中に奇妙なフレーズが発見された
↓
ChatGPTのボタンのラベルだとわかる
（2023年9月現在のラベルは右のように”Regenerate”）
↓
これは査読中および植字中にも見逃されていた
↓
後日、著者らはChatGPTの使用を認めた
↓
投稿時にChatGPTの使用を申告していなかった
↓
規定違反のため論文は撤回になった模様

ChatGPTの画面

https://www.nature.com/articles/d41586-023-02477-w


適切な生成AIツールの使用のために、メンターとメンティー間でオープンに生成 AIの活用

法についてディスカッションを ☺

生成AIの使用を透明化しよう

Yoshida, Nature, correspondence (2023)

https://www.nature.com/articles/d41586-023-04062-7


Acknowledgmentsへの記載（例）

JAMAのLetter to the editor投稿時に使用した文章（自験例）

“Acknowledgments: The authors acknowledge the support of ChatGPT in writing and 

editing this manuscript.”

“Acknowledgments: We acknowledge the use of ChatGPT, powered by OpenAI’s GPT-4 

language model, solely for proofreading the manuscript”

JAMA editorから詳細な
記載への変更依頼あり

https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/37552501/


論文の書き方には

”型”や”お作法"
がある
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生成AIが力を発揮しそう



論文を書くための”型”をもう少し因数分解

論文構成の型
（IMRaD: Introduction, Methods, Results, 

and Discussion)

パラグラフの型
（パラグラフ・ライティング）

英文の型
（文法など）

英単語・定型表現の型
（語彙力・定型表現など）

トップジャーナル395編の「型」で書く医学英語論から改変引用

https://www.amazon.co.jp/-/en/%E6%B2%B3%E6%9C%AC-%E5%81%A5/dp/4758118280/ref=sr_1_fkmr1_1?crid=2TJMLD1PT26S3&keywords=%E3%80%8E%E3%83%88%E3%83%83%E3%83%97%E3%82%B8%E3%83%A3%E3%83%BC%E3%83%8A%E3%83%AB395%E7%B7%A8%E3%81%AE%E3%80%8C%E5%9E%8B%E3%80%8D%E3%81%A7%E6%9B%B8%E3%81%8F%E5%8C%BB%E5%AD%A6%E8%8B%B1%E8%AA%9E%E8%AB%96%E6%96%87%E3%80%8F%E7%BE%8A%E5%9C%9F%E7%A4%BE+2018%E5%B9%B4&qid=1687677761&sprefix=%E3%83%88%E3%83%83%E3%83%97%E3%82%B8%E3%83%A3%E3%83%BC%E3%83%8A%E3%83%AB395%E7%B7%A8%E3%81%AE+%E5%9E%8B+%E3%81%A7%E6%9B%B8%E3%81%8F%E5%8C%BB%E5%AD%A6%E8%8B%B1%E8%AA%9E%E8%AB%96%E6%96%87+%E7%BE%8A%E5%9C%9F%E7%A4%BE+2018%E5%B9%B4%2Caps%2C126&sr=8-1-fkmr1


Introduction

Methods

Results

Discussion

IMRaD形式

論文構成の型
（IMRaD: Introduction, Methods, 

Results, and Discussion)

パラグラフの型
（パラグラフ・ライティング）

英文の型
（文法など）

英単語・定型表現の型
（語彙力・定型表現など）

Introduction

背景情報：研究対象（疾患など）の特徴や重要性など

Knowledge gapの明確化：何がわかっていて、何がわかってないのか

研究目的・仮説

Methods

1. 研究デザインとセッティング
2. 参加者 （組入/除外基準）
3. データ収集や評価法 
4. 介入や曝露
5. アウトカム 
6. 統計手法
7. 倫理的配慮

・研究者が再現できるように書く
・Reporting Guidelinesにそって書く

Results

1. Study flow（patient flow）：原集団からどれだけの人が除かれ、最
終的に何名が解析対象となったか 
2. Patient characteristics：研究対象集団の特徴
3. メインの結果：主に図表で示す 
4. サブグループ解析・感度解析の結果

・Methodsと一対一で対応
・事実のみを書く
・重要な結果は図表に含め、それ以外は
supplemental materialsを活用

Discussion

1. 結果のまとめ 
2. 過去の研究結果との比較、関連 
3. 研究結果の考えうるメカニズム 
4. 研究の意義・強み
5. 研究の限界点 
6. 結語

・Resultsに基づいて議論
・IntroductionやResultsの記載の繰り返
しは避ける
・論理一貫性を貫く

（例）

・上記の逆三角イメージ
・文字数にも注意（長すぎないように）

トップジャーナル395編の「型」で書く医学英語論; 医学英語論文の賢い書き方; 必ずアクセプトされる医学英語論文; 臨床研究論文作成マニュアル　から改変引用

https://www.amazon.co.jp/-/en/%E6%B2%B3%E6%9C%AC-%E5%81%A5/dp/4758118280/ref=sr_1_fkmr1_1?crid=2TJMLD1PT26S3&keywords=%E3%80%8E%E3%83%88%E3%83%83%E3%83%97%E3%82%B8%E3%83%A3%E3%83%BC%E3%83%8A%E3%83%AB395%E7%B7%A8%E3%81%AE%E3%80%8C%E5%9E%8B%E3%80%8D%E3%81%A7%E6%9B%B8%E3%81%8F%E5%8C%BB%E5%AD%A6%E8%8B%B1%E8%AA%9E%E8%AB%96%E6%96%87%E3%80%8F%E7%BE%8A%E5%9C%9F%E7%A4%BE+2018%E5%B9%B4&qid=1687677761&sprefix=%E3%83%88%E3%83%83%E3%83%97%E3%82%B8%E3%83%A3%E3%83%BC%E3%83%8A%E3%83%AB395%E7%B7%A8%E3%81%AE+%E5%9E%8B+%E3%81%A7%E6%9B%B8%E3%81%8F%E5%8C%BB%E5%AD%A6%E8%8B%B1%E8%AA%9E%E8%AB%96%E6%96%87+%E7%BE%8A%E5%9C%9F%E7%A4%BE+2018%E5%B9%B4%2Caps%2C126&sr=8-1-fkmr1
https://www.amazon.co.jp/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E4%BA%BA%E8%8B%B1%E8%AA%9E%E3%81%AE%E5%BC%B1%E7%82%B9%E3%82%92%E5%85%8B%E6%9C%8D%E3%81%99%E3%82%8B-%E5%8C%BB%E5%AD%A6%E8%8B%B1%E8%AA%9E%E8%AB%96%E6%96%87%E3%81%AE%E8%B3%A2%E3%81%84%E6%9B%B8%E3%81%8D%E6%96%B9%E2%88%92Joy-Medical-Writing-Okazaki/dp/489553801X
https://www.amazon.co.jp/-/en/%E5%BA%B7%E6%B0%B8-%E7%A7%80%E7%94%9F/dp/4307004914/ref=sr_1_1?crid=2IM9HA2RCCLD9&keywords=%E5%BF%85%E3%81%9A%E3%82%A2%E3%82%AF%E3%82%BB%E3%83%97%E3%83%88%E3%81%95%E3%82%8C%E3%82%8B%E5%8C%BB%E5%AD%A6%E8%8B%B1%E8%AA%9E%E8%AB%96%E6%96%87&qid=1687682337&s=books&sprefix=%E5%BF%85%E3%81%9A%E3%82%A2%E3%82%AF%E3%82%BB%E3%83%97%E3%83%88%E3%81%95%E3%82%8C%E3%82%8B%E5%8C%BB%E5%AD%A6%E8%8B%B1%E8%AA%9E%E8%AB%96%E6%96%87%2Cstripbooks%2C111&sr=1-1
http://gotoresearch.jp/wp/


【実例あり】ChatGPTで論文執筆⁈ オススメのプロンプトを解説

論文執筆の参考資料

アカデミアパック（英語論文作成と科研費申請のprompt）
：有料（6,000円）

https://note.com/genkaijokyo/m/mcf661d31fa68

個人的にも参考に
させてもらっている
資料です (COI無

し）

https://nothing-without-poison.com/hack13/
https://note.com/genkaijokyo/m/mcf661d31fa68


ChatGPTによるざっくりとした論文作成

あくまで、こんな感じで ChatGPTを使えるんだ、ということを一連の流れで体感
していただくためのプロンプトを示したスライドです

以下の実際の論文を参考に、ざっくりとしたプロンプトを書いただけです（この
論文を書く際にChatGPT使ったわけではありません）

参考プロンプト　https://nothing-without-poison.com/hack13/

https://chat.openai.com/share/ccae7741-3d8a-42c5-9d7c-2ff7b3d1202b
一連の流れがざっとり
示されています

上記プロンプトの中で、参
考にした論文

https://nothing-without-poison.com/hack13/
https://chat.openai.com/share/ccae7741-3d8a-42c5-9d7c-2ff7b3d1202b
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/35294087/
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/35294087/


I would like you to take on the role of a researcher drafting a scientific paper.

The paper's title is 'Publication Rates of Abstracts Presented at the Japanese Society of Psychiatry and Neurology in English'.

To begin, please draft the Introduction. I will provide you with the structure of the Introduction and relevant information to 
develop it. However, feel free to offer alternative suggestions if you think they are more appealing. Ensure that all descriptions 
are grounded in strong scientific evidence, avoiding any falsehoods or delusions. Below, I outline the rules for drafting the 
Introduction. Please adhere strictly to {# Rule 1}.

# Rule 1
- The Introduction should consist of three paragraphs.

- In the first paragraph, provide a broad overview of the topic. Introduce the general field of study and its significance. Summarize 
what is known from previous research, including key findings and major theoretical frameworks or models relevant to the study. 
Blend general information with specific details to offer a comprehensive background. Utilize the contents from ' 1. Background' 
and '2. What is known' in the upcoming {# Introduction summary}.

- In the second paragraph, identify and discuss the gaps or unknown aspects in the existing research about the relevant topic. 
Highlight areas that are under-explored or lack consensus in the scientific community. Explain the importance of addressing 
these gaps for the advancement of the field, including potential applications, significance for theory or practice, or resolution of 
debates or controversies. Utilize the contents from '3. What is unknown' in the upcoming {# Introduction summary}.

- In the third paragraph, clearly state the aim of this study. This should be a concise statement of the main objectives or research 
questions the paper seeks to address. Utilize the contents from '4. Aim' in the upcoming {# Introduction summary}.

- Ensure each paragraph follows the above guidelines, but subheadings are not necessary.

# Introduction summary
1. Background
- 論文発表は科学的な知見を広めるために重要
- 特に、英語での論文化することは科学的な知見を世界中に広めるのに重要かつpublication biasを減らすために重要
2. What is known
- 学会で発表された研究がその後、どのくらいの割合で英語論文化されたかを調べた研究やメタ解析があり、その論文化率は約30%ほど
と低い。また、非英語ネイティブの著者やケースレポートの症例発表などのいくつかの因子がその後の論文化率低下に関連している
3. What is unknown
- 非英語圏である日本の精神科領域で、学会で発表された研究がその後、どのくらいの割合で英語論文化されたかを調べた研究はない
4. Aim
- 日本の精神科領域の最大学会であるthe Japanese Society of Psychiatry and Neurologyで発表された研究がその後、どのくらいの
割合で英語論文化されたかを調べる

2) Next, please draft the Methods section. I will provide specific guidelines to assist you in this task. It is important to adhere to 
the upcoming {# Rule 2} rigorously.

# Rule 2
- The Methods section must clearly outline the research design, methodologies, materials, data collection techniques, and 
analysis procedures. Begin by identifying and listing common subheadings pertinent to the research.  It's crucial that these 
subheadings comprehensively cover all aspects of the research methodology. After confirming the subheadings, elaborate on 
each one with detailed descriptions. These descriptions should be clear, concise, and easily understandable to experts in the 
field.
- Please incorporate the contents from the upcoming {# Methods summary} below and formulate the text in an academic writing 
style.

# Methods summary
- 109回と110回のJapanese Society of Psychiatry and Neurology(JSNP)の学会プログラムから全ての口頭とポスター発表をリスト化
した
- シンポジウム発表や教育講演などは除外した
- 抽出するデータは、学会発表のタイトル、筆頭著者名、プレゼンフォーマット（口頭発表かポスター発表か）、研究デザイン（オリジナル研
究、ケースレポート、レビュー）、著者の所属（大学、病院、クリニック、その他）とした。
- 上記でリスト化された研究がその後、論文化されているかどうかを、2022年12月までの期間で調べた。調べる方法は２名の独立した研
究者がそれぞれpubmedとgoogleschorで調べて、結果をダブルチェックした
-統計解析としては、全体の論文化率を算出し、次に、ポスター発表と口頭発表別で論文化率を提示した。論文化の有無を目的変数とし
て、logistic回帰分析を行った。

3) Next, let's work on the Results. The most important aspect is to describe the results of the analyses without adding your own 
interpretation. Please include the following findings in scientific writing:

- 600本の学会抄録が見つかった（口頭発表が350本、ポスター発表が250本）。そのうち、120本が論文化されていた（その内訳は、口頭
発表が90本、ポスター発表が30本）
- Logistic回帰分析の結果、口頭発表、所属先が論文発表の有無に有意に関連した。

4) Then, you will develop an attractive and scientifically relevant Discussion section of a scientific paper. Please adhere strictly to 
the following {# Rule 3}.

# Rule 3
- The first paragraph is the summary of the Result section: Present one or two main findings of the research (referred to as [our 
findings #1] and [our findings #2]) in a concise and straightforward manner. Avoid delving into detailed explanations or 
elaborations here; these will be covered in the subsequent paragraphs. Ensure that this paragraph links the findings to the 
research questions or objectives stated earlier in the paper, demonstrating how these findings contribute to the broader field of 
study.

- In the second paragraph, delve into a detailed analysis of the first main finding ([our findings #1]) of the study. Begin by clearly 
explaining the finding, including any relevant data or observations that support it. This involves discussing how the finding aligns 
with, expands upon, or contradicts existing research in the field. 

- In the third paragraph, shift the focus to the second main finding ([our findings #2]) of the research in this paragraph, if 
avaialble. Start by succinctly stating the finding and its primary components or aspects. This involves discussing how the finding 
aligns with, expands upon, or contradicts existing research in the field.

- In the fourth paragraph,  highlight any strengths and limitations of the study and suggest areas for future research. Discuss 
how these limitations might impact the interpretation of the findings and what future studies could do to address these gaps. 
When you output the limitation section, please refer to the following description for example: "Nevertheless, our study must be 
interpreted considering some limitations. First, XX. Second, XX. Lastly, XX". Please use the following strengths and limitations:
- Strengths: 日本の精神科領域における精神科学会発表の抄録の出版率を調査した最初の研究である。
- Limitations: 1) 検索はPubMedのみを用い、抄録またはタイトルに現れる単語、筆頭著者と最終著者の名前、所属に基づいて行ったた
め、PubMedに掲載されていない抄録が見落とされた可能性がある; 2) 評価対象は1つの学会（JSPN）の2年間のみであった; 3) 今回の
検索期間では論文化されていなかった研究も、将来的には出版される可能性がある

- Lastly, craft the conclusion section of the scientific paper, synthesizing the main findings, discussions, and implications of the 
study. The conclusion should succinctly restate the research objectives or questions and summarize how the findings 
addressed these. Emphasize the significance of the research and its contributions to the field. Discuss the potential impact of 
the findings on future research, policy, or practice.

Lastly, please adhere to the upcoming {# Rule 4} regarding word count.

# Rule 4
1. Set the minimum word count for the Introduction at 400 words and the maximum at 600 words. For the Methods section, the 
minimum should be 600 words and the maximum 1000 words. The Results section should have a minimum of 600 words and a 
maximum of 800 words. The Discussion should range between a minimum of 400 words and a maximum of 600 words. Once 
you have prepared a draft, please indicate the word count for each section.
2. Modify the previously created draft to ensure that the word count falls within the specified ranges. However, do not alter the 
content of the draft itself.
3. Check if the revised text fits within the specified word count ranges.
4. If the word count does not fit within the specified ranges, repeat the following steps:
   - If the word count exceeds the maximum limit: Remove excess words or phrases from the text.
   - If the word count is below the minimum limit: Extend the text by rephrasing, or by adding appropriate words or phrases.
5. Display the final revised version created through steps 1 to 4.

If you understand what I want you to do, please output all drafts of the Introduction, Methods, Results, and Discussion 
simultaneously. 

Please make the Abstract based on the Title, Introduction, Method, Result, and Discussion, and adhere to the upcoming 
{# Rule} regarding word count.

# Rule
1. Set the minimum word count for the Abstract at 200 words and the maximum at 250 words. 
2. Modify the previously created draft to ensure that the word count falls within the specified ranges. However, do not 
alter the content of the draft itself.
3. Check if the revised text fits within the specified word count ranges.
4. If the word count does not fit within the specified ranges, repeat the following steps:
   - If the word count exceeds the maximum limit: Remove excess words or phrases from the text.
   - If the word count is below the minimum limit: Extend the text by rephrasing, or by adding appropriate words or 
phrases.
5. Display the final revised version created through steps 1 to 4.
6. Please use the subheadings of "Background", "Methods", "Results", and "Conclusions".

Thank you. You are a professional academic editor in psychiatry. Please write the cover letter for my article. 

# Constraints
- Please use the following template:
Date

EIC name
[Editors-in-chief of the targeted journal]

Dear Dr. EIC name
 
Attached, please find our review article entitled “Title” (List of authors: ). 
 
Briefly, "XX".

All authors have made substantial contributions to the conception of this study, participated in drafting this article or revising it 
critically for important intellectual content, and read and approved the final version of the manuscript. We affirm that this work 
represents original material, has not been previously published, and is not under consideration for publication elsewhere. We 
have stated sources of support for this work in the manuscript.
 
We hope you will give favorable consideration to this manuscript and find the article acceptable for publication in your journal.
 
Sincerely yours,

- Please complete the section labeled "XX" above by providing a concise summary of the background, methods, and aim of this 
study in 3 or 4 sentences. Specifically, clarify the existing knowledge and gaps in understanding, and clearly articulate the 
objectives of this study. Afterward, leave a blank line and proceed to summarize the results and discussion in 3 sentences.

# The abstract is:  

Background
The publication of research presented at academic conferences is essential for the dissemination of scientific knowledge, 
especially in non-English speaking regions. This study focuses on the publication rates of abstracts presented at the Japanese 
Society of Psychiatry and Neurology (JSPN), providing insight into the patterns of English-language publication in the Japanese 
psychiatric field.

Methods
We analyzed all oral and poster presentations from the 109th and 110th JSPN sessions, excluding symposium and educational 
presentations. Data collected included presentation titles, lead authors, formats (oral or poster), research design, and author 
affiliations. Publication status until December 2022 was tracked using PubMed and Google Scholar by two independent 
researchers. Logistic regression analysis was applied to examine the correlation between presentation format, author 
affiliation, and publication status.

Results
Out of 600 abstracts (350 oral and 250 poster presentations), 120 were published in English-language journals (90 oral and 30 
poster presentations). The logistic regression analysis identified significant associations between the presentation format and 
the author's affiliation with the likelihood of publication.

Conclusions
The study reveals a notable publication rate for JSPN abstracts in English journals, with significant influences of presentation 
format and author affiliation on publication likelihood. These findings underscore the unique challenges in disseminating 
psychiatric research from non-English speaking contexts and highlight the need for more inclusive publishing strategies to 
enhance global knowledge sharing in psychiatry.

これらのプロンプトはこちらからアク
セスできます

https://chat.openai.com/share/184c
4f99-93f4-42cc-a26c-fdd2cff6b2ac

https://chat.openai.com/share/184c4f99-93f4-42cc-a26c-fdd2cff6b2ac
https://chat.openai.com/share/184c4f99-93f4-42cc-a26c-fdd2cff6b2ac


https://docs.google.com/file/d/131Huv2kJD8XsqEtLX1rRz0s2K9_IqEvR/preview


アブストラクト

#役割
あなたは一流の英文校正者です。論文を科学雑誌に投稿予定です。以下の#草
案のようにabstractを作成しました。以下の#制約条件に従って、この#草案の
フォーマットや文字数を修正してください

#草案

#制約条件
- アカデミックライティングでの英語で書いてください

- 文字数については以下の条件に従ってください
1. 下限は150英単語として、 文字数の上限は200英単語としてください 
2. 文字数が指定された範囲内に収まるように#草案を修正してください。ただし、#
草案の内容そのものは変えないでください
 3. 修正された文章の文字数が範囲内に収まっているか確認してください 
4. 文字数が範囲内に収まっていない場合、以下の処理を繰り返してください
 - 文字数が上限を超えている場合: 文章から余分な単語やフレーズを削除する
 - 文字数が下限を下回っている場合: 言い換えたり、適切な単語やフレーズを追
加して、文章を拡張する 
5. 上記1から4の工程でできた最終的な修正案を表示してください

https://note.com/genkaijokyo/n/na34fa4ec5d76

ChatGPTは要約が得意なので、ア
ブストラクトやカバーレター作成も

得意なはず

Please make the Abstract based on the Title, Introduction, Method, Result, 
and Discussion, and adhere to the upcoming {# Rule} regarding word 
count.

# Rule
1. Set the minimum word count for the Abstract at 200 words and the 
maximum at 250 words. 
2. Modify the previously created draft to ensure that the word count falls 
within the specified ranges. However, do not alter the content of the draft 
itself.
3. Check if the revised text fits within the specified word count ranges.
4. If the word count does not fit within the specified ranges, repeat the 
following steps:
   - If the word count exceeds the maximum limit: Remove excess words or 
phrases from the text.
   - If the word count is below the minimum limit: Extend the text by 
rephrasing, or by adding appropriate words or phrases.
5. Display the final revised version created through steps 1 to 4.
6. Please use the subheadings of "Background", "Methods", "Results", and 
"Conclusions".

https://note.com/genkaijokyo/n/na34fa4ec5d76


パラグラフ・ライティング

トピックセンテンス（最重要）：トピックとそれに関するアイデア・主張

サポーティングセンテンス（必須）：詳細な説明と例

コンクルーディングセンテンス（オプション）：結論や主張

● １つのパラグラフで言いたいことは1つ
● サポーティングセンテンスに余計な情報は入れない

論文構成の型
（IMRaD: Introduction, Methods, 

Results, and Discussion)

パラグラフの型
（パラグラフ・ライティング）

英文の型
（文法など）

英単語・定型表現の型
（語彙力・定型表現など）

トップジャーナル395編の「型」で書く医学英語論文などから参考引用

https://www.amazon.co.jp/-/en/%E6%B2%B3%E6%9C%AC-%E5%81%A5/dp/4758118280/ref=sr_1_fkmr1_1?crid=2TJMLD1PT26S3&keywords=%E3%80%8E%E3%83%88%E3%83%83%E3%83%97%E3%82%B8%E3%83%A3%E3%83%BC%E3%83%8A%E3%83%AB395%E7%B7%A8%E3%81%AE%E3%80%8C%E5%9E%8B%E3%80%8D%E3%81%A7%E6%9B%B8%E3%81%8F%E5%8C%BB%E5%AD%A6%E8%8B%B1%E8%AA%9E%E8%AB%96%E6%96%87%E3%80%8F%E7%BE%8A%E5%9C%9F%E7%A4%BE+2018%E5%B9%B4&qid=1687677761&sprefix=%E3%83%88%E3%83%83%E3%83%97%E3%82%B8%E3%83%A3%E3%83%BC%E3%83%8A%E3%83%AB395%E7%B7%A8%E3%81%AE+%E5%9E%8B+%E3%81%A7%E6%9B%B8%E3%81%8F%E5%8C%BB%E5%AD%A6%E8%8B%B1%E8%AA%9E%E8%AB%96%E6%96%87+%E7%BE%8A%E5%9C%9F%E7%A4%BE+2018%E5%B9%B4%2Caps%2C126&sr=8-1-fkmr1


論文構成の型
（IMRaD: Introduction, Methods, 

Results, and Discussion)

パラグラフの型
（パラグラフ・ライティング）

英文の型
（文法など）

英単語・定型表現の型
（語彙力・定型表現など）

AIを使用する前の注意事項

ChatGPTに指示すれば、英文校正してくれますが、そもそも、アプトプットされた単語や
言い回しが文脈として自然なのか、一般的な表現なのか、専門用語として典型的なの
か、などを判断する力が必要です。

↓

論文読んだり、書いたり、などの王道の努力をしていく中で、蓄積された単語や表現が頭
にあり、自分で書くときに自らはそれが浮かんでこないが、 ChatGPTが出したアウトプット
で”この単語や言い回しが欲しかった！ "と確認するために使える。

また、ChatGPTが出したフレーズの塊が一般的なのかを調べるために、そのフレーズを
コピペして、” “でくくって、Google Scholarで調べて、その使用頻度を調べるのもあり。



I want you to act as a researcher who 
drafts a scientific paper. You will proofread 
the following sentences.
　
Please note the following points.
1. Correct any grammar or spelling errors.
2. Use more scientific and academic 
expressions.
3. Make the overall tone more refined.
4. Make each sentence shorter, simpler, 
and expressed in a way that anyone can 
understand.
5, Create a table to indicate the location of 
the revisions, the changes made, and the 
reasons for the revisions.
　
If you understand, please start 
proofreading.
Here are the sentences.
【文章を入れる】

https://twitter.com/iznaiy_emjawak/status/16500979
18958002180?s=20

英文校正

I want you to act as an English 
spelling corrector and improver for a 
medical journal article. I want you to 
replace my simplified A0-level words 
and sentences with more beautiful 
and elegant, upper level English 
words and sentences. Keep the 
meaning same, but make them more 
scientific and academic. I want you to 
only reply the correction, the 
improvements and nothing else, do 
not write explanations. My sentences 
are 【文章を入れる】

http://www.ortho.m.chiba-u.jp/research_tips/4
709

Proofread this the following sentences 
in academic writing: 【文章を入れる】

“＊GTP3.5に必要だったelegant、upper 
level Englishと入れると論文であまり見な
い表現になってしまいます。

academic toneとかも元々の文章の論調
から汲んでくれている感じがします”

https://twitter.com/genkAIjokyo/status/1642510
074106220546?s=20

ChatGPT-3.5 ChatGPT-4

GPT-4による英文校正： GPT-3.5との違いに注目して（ 20230523)

https://twitter.com/iznaiy_emjawak/status/1650097918958002180?s=20
https://twitter.com/iznaiy_emjawak/status/1650097918958002180?s=20
http://www.ortho.m.chiba-u.jp/research_tips/4709
http://www.ortho.m.chiba-u.jp/research_tips/4709
https://twitter.com/genkAIjokyo/status/1642510074106220546?s=20
https://twitter.com/genkAIjokyo/status/1642510074106220546?s=20
https://note.com/genkaijokyo/n/n9fcfdb72f72a


変更箇所を表にする

Please rewrite the following paragraph so that it is 
grammatically correct and academically 
appropriate while maintaining the original meaning. 
In addition, please give me the reasons why you 
rewrote some sentences. Please provide the 
original sentence, revised sentence, and the 
reason for the change in three columns in a table 
format. My paragraph is【ここに文章を入れる】

　

https://twitter.com/MizumotoAtsushi/status/1615955488147116032?s=
20&t=sdWhpxmSaNC68qvya0EJWQ

部分的な修正と変更箇所の表示

Please revise the following sentences as they 
would appear in a scientific article. If the 
sentences are already clear and concise, you do 
not need to make any changes. In this case, 
please leave a comment indicating that no 
correction is needed. After editing the entire 
sentences, please provide a table showing the 
modifications and the reasons why each 
modification is necessary. The sentences to be 
revised are as follows:【ここに文章を入れる】

英文校正（続）

https://twitter.com/MizumotoAtsushi/status/1615955488147116032?s=20&t=sdWhpxmSaNC68qvya0EJWQ
https://twitter.com/MizumotoAtsushi/status/1615955488147116032?s=20&t=sdWhpxmSaNC68qvya0EJWQ


Grammatical error correction

Reply with a corrected version of the 
input sentence with all grammatical and 
spelling errors fixed. If there are no 
errors, reply with a copy of the original 
sentence.

https://arxiv.org/pdf/2303.14342.pdf

https://arxiv.org/pdf/2303.14342.pdf


I want you to take on the role of a researcher who is drafting a scientific paper. Your task is to proofread the 
sentences below, strictly following the #Rules outlined.

#Rules
1. Correct any grammar or spelling errors.
2. Use more scientific and academic expressions.
3. Elevate the overall tone to a more refined level.
4. Make each sentence shorter, simpler, and clear for anyone to understand.
5. Avoid saying "X's efficacy" or "X efficacy" where {X} is the name of a medication. Instead, use "efficacy of 
X".
6. Don't use the same expressions repeatedly. For instance, avoid using "Given" over and over.
7. Don’t use adjectives (and their adverbial forms) that express the following emotions: absolute, amazing, 
astonishing, astounding, dramatic, enormous, exciting, fantastic, gigantic, horrible, huge, incredible, 
marvelous, lucky, outrageous, outstanding, shocking, surprising, terrible, thrilling, tremendous, unbelievable, 
wonderful 
8. The term "significant(ly)" in academic papers is used to mean "statistically significant(ly)." Conversely, it 
should not be used in other meanings, such as "notably" or "remarkably."

Once you understand the guidelines, please start proofreading. 

The sentences for your review are provided below.

自身の経験を通して知っている書き
方のTIPSを加えていくと、より自然な

アウトプットになるかも

英文校正プロンプトのカスタマイズ



読みやすさの型 〜英文の推敲〜

https://www.americanscientist.org/blog/the-long-view/the-science-of-scientific-writing
https://bioenglish.hatenablog.com/entry/2018/02/11/09392
2023年8月26日　知の航海者たち：第一回『AI英作文の一歩先へ　自分の頭で考えて英文を改良する推敲力養成セミナー』も参考

トピック & ストレスポジションを意識

読み手は、トピックポジション（センテンスの先頭）に話題（トピック：人、場所、もの、概念など）となる情
報があることを期待し、ストレスポジション（センテンスの末尾）に強調（ストレス）したい情報があると期
待する。

Aという文章のストレスポジションとBという文章のトピックポジションが連結することで（つまり、Aのスト
レスポジションについての追加説明をBのトピックポジションから展開する）、AからBという論理の流れ
ができ読みやすくなる。

旧情報から新情報の順番になっているとわかりやすい（トピックポジションに旧情報を置き、ストレスポジ
ションに新しい情報を置く）。

あなたは一流の研究者で英文校正者です。以下の#論文を#ルールに従って、英文校正して下さい。

#ルール
- アカデミックライティングで英文校正して下さい
- さらに読みやすくするために、以下の#参考を理解し、それに従って英文校正して下さい

＃参考
読み手は、トピックポジション（センテンスの先頭）に話題（トピック：人、場所、もの、概念など）となる情報があることを期待し、ストレスポジション（センテンスの末尾）に
強調（ストレス）したい情報があると期待する。つまり、Aという文章のストレスポジションとBという文章のトピックポジションが連結することで（つまり、Aのストレスポジ
ションについての追加説明をBのトピックポジションから展開する）、AからBという論理の流れができ読みやすくなる。そして、この流れが、旧情報から新情報の順番に
なっているとわかりやすい（トピックポジションに旧情報を置き、ストレスポジションに新しい情報を置く）。

#論文

https://www.americanscientist.org/blog/the-long-view/the-science-of-scientific-writing
https://bioenglish.hatenablog.com/entry/2018/02/11/093927


アイデア
・RQの設
定など

文献
調査

研究
計画書

倫理
申請

データ収
集

データ解
析

論文
執筆

論文
投稿

査読
対応

学会
発表

トラベル
アワード

グラント
申請

論文
査読

カバーレター

You are a professional academic editor in psychiatry. Please write the cover letter for my article. 

# Constraints
- Please use the following template:
Date

EIC name
[Editors-in-chief of the targeted journal]

Dear Dr. EIC name
 
Attached, please find our review article entitled “Title” (List of authors: ). 
 
Briefly, "XX".

All authors have made substantial contributions to the conception of this study, participated in drafting this article or revising it critically for important intellectual content, and read and approved 
the final version of the manuscript. We affirm that this work represents original material, has not been previously published, and is not under consideration for publication elsewhere. We have 
stated sources of support for this work in the manuscript.
 
We hope you will give favorable consideration to this manuscript and find the article acceptable for publication in your journal.
 
Sincerely yours,

- Please complete the section labeled "XX" above by providing a concise summary of the background, methods, and aim of this study in 3 or 4 sentences. Specifically, clarify the existing 
knowledge and gaps in understanding, and clearly articulate the objectives of this study. Afterward, leave a blank line and proceed to summarize the results and discussion in 3 sentences.

# The abstract is:  
https://chat.openai.com/share/107c1228-bccb-42a3-a24c-56a6491eb57a

ChatGPTは要約が得意なので、ア
ブストラクトやカバーレター作成も

得意なはず

https://chat.openai.com/share/107c1228-bccb-42a3-a24c-56a6491eb57a


レビュワーへの対応

アイデア
・RQの設
定など

文献
調査

研究
計画書

倫理
申請

データ収
集

データ解
析

論文
執筆

論文
投稿

査読
対応

学会
発表

トラベル
アワード

グラント
申請

論文
査読

レビュワーコメント読む
↓
コメントの意図を正しく理解
↓
対応方法を検討
↓
Authors’ response to comment　と
Changes to Manuscript　を英語で書く

この部分で
ChatGPT使える
（英文校正など）

ChatGPTに論文とレビュワー
コメントをそのままChatGPTに
読み込ませると、レビュワーコメ
ントの機密性が問題になりそう

対応方法に関するわかりやすいまとめ
http://gotoresearch.jp/wp/?page_id=1662

http://gotoresearch.jp/wp/?page_id=1662


アイデア
・RQの設
定など

文献
調査

研究
計画書

倫理
申請

データ収
集

データ解
析

論文
執筆

論文
投稿

査読
対応

学会
発表

トラベル
アワード

グラント
申請

論文
査読

準備 スライドの

作成

発表原稿の

作成

質疑応答



準備 スライドの

作成

発表原稿の

作成

質疑応答

自動生成系AIによるプレゼン資料作成  各種AIの比較 (20230617)

ChatGPTとCode Interpreterを使ったプレゼンスライド自動作成  (20230708)

ChatGPT Code Interpreterに以前作成したパワーポイントを読み込ませて「同じような形式で

作成して」とプロンプト  (20230710)

スライドの作成

https://note.com/chatgpt4graph/n/n60007c52785c
https://note.com/genkaijokyo/n/n1bda424901c3
https://twitter.com/pony_pon471/status/1678359590294126594?s=20
https://twitter.com/pony_pon471/status/1678359590294126594?s=20


準備 スライドの

作成

発表原稿の

作成

質疑応答

添付ファイルは "”XX”と題したプレゼンテーションファイルです。python-pptxを使って、スライ

ドの各ページのテキスト情報をすべて抽出してください。そして、抽出したプレゼンテーション

スライドのテキスト内容を読んで、適宜内容を推測した上で情報を補完してスライドごとのプ

レゼンテーションの原稿を作成してください。作成する時は、下記の#ルールに従って下さい

#ルール

- 自然な英語の文章で出力してください

- 聴衆にとって理解しやすいプレゼンテーションの原稿にしてください

発表原稿の作成 ②プロンプトを入力（タイトルは自
分のものを）

https://note.com/genkaijokyo/n/n32ced7330220

① 開きたいパワポファイ
ルを選択もしくは、それを
ここにドラッグ

https://note.com/genkaijokyo/n/n32ced7330220


準備 スライドの

作成

発表原稿の

作成

質疑応答

学会での質疑応答対策　

学会発表の質疑応答対策用にcustom instructionsを設定し、

プロンプトに自分の研究内容を入力すると権威者になってユー

ザーを激詰してくるChatGPT (20230721)

https://twitter.com/Ko__Harada/status/1645907417853722624?s=20 (20230412)
激詰め！学会予演会 GPT

https://twitter.com/EARL_med_tw/status/1682331044853469189?s=20
https://twitter.com/EARL_med_tw/status/1682331044853469189?s=20
https://twitter.com/EARL_med_tw/status/1682331044853469189?s=20
https://twitter.com/Ko__Harada/status/1645907417853722624?s=20
https://chat.openai.com/g/g-v43U13wPa-


トラベルアワード応募書類：

Career/Personal Statement
（例）https://chat.openai.com/share/a44c1544-0ac3-4653-961d-d2640845c109

Supporting/Recommendation Letter
（例）
https://chat.openai.com/share/abf2f6ab-b79c-4f6a-980d-f33597bb2e14

アカデミアパック（英語論文作成と科研費申請のprompt）
：有料（6,000円）https://note.com/genkaijokyo/m/mcf661d31fa68

アイデア
・RQの設
定など

文献
調査

研究
計画書

倫理
申請

データ収
集

データ解
析

論文
執筆

論文
投稿

査読
対応

学会
発表

トラベル
アワード

グラント
申請

論文
査読

https://chat.openai.com/share/a44c1544-0ac3-4653-961d-d2640845c109
https://chat.openai.com/share/abf2f6ab-b79c-4f6a-980d-f33597bb2e14
https://note.com/genkaijokyo/m/mcf661d31fa68


AIツール使用の前に

査読とは？
査読のモチベーション
査読のお作法を知る

How to review a scientific paper 
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/25248566/

Peer Review Template：査読の書き方（構造）の例

https://plos.org/resource/peer-review-template/

Abstract
 1.
Introducion
 2. 
Methods
 3.
 4.
Results
 5.
 6. 
Discussion
 7. 

アイデア
・RQの設
定など

文献
調査

研究
計画書

倫理
申請

データ収
集

データ解
析

論文
執筆

論文
投稿

査読
対応

学会
発表

トラベル
アワード

グラント
申請

論文
査読

https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/25248566/
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/25248566/
https://plos.org/resource/peer-review-template/


ICMJE推奨アップデート版

査読でAIツールを使用する時の注意事項

機密性が保証されないソフトウェアやその他の AIツールへの原稿のアップロー

ドが禁止される場合がある

査読時にAIツールを使用したかどうか、またどのように使用したかを雑誌に報

告すべき

AIツールのアウトプットが不正確である可能性 を認識すべき

https://www.icmje.org/icmje-recommendations.pdf


型を知る

リサーチクエスチョンの重要性

方法の厳密さ（研究デザイン、バイアスや交絡への対処）

英語ライティングの質

医学論文査読のお作法 https://www.amazon.co.jp/dp/4903803287

「医学論文査読のお作法」大前憲史先生ウェブセミナー（上記書籍の先生のご講演）

https://www.youtube.com/watch?v=a2MM2bNfRYc

経験
情報源（例：英語論文の査読表現集）

AIツール

専門知識が必要

査読のどこでAIを使えそうか

https://www.amazon.co.jp/dp/4903803287
https://www.youtube.com/watch?v=a2MM2bNfRYc
https://staff.aist.go.jp/a.ohta/japanese/study/Review_ex_top.htm


まとめ

多分、論文執筆等に ChatGPT等のLLMを使っちゃうわけですが。。。

論文執筆にLLMを使用する際には、投稿先の規定を熟読

LLMにゼロから全て書かせた文章を そのまま使用するのはダメ

LLMが出力した内容をしっかり吟味 する必要がある

2024年1月5日時点での

LLM: large language model



AIツールに関する情報源

https://appllio.com/twitter-how-to-use-list

ツイッターのリストに追加しておくと便利です

リスト (2024.1.5)

@genkAIjokyo
@iznaiy_emjawak
@matsuikentaro1
@shodaiiiiii
@IchiShiogao
@bioshok3
@HaveShun
@Yamkaz
@Shunsuke_Hayasi
@CeoImed
@IchiShiogao
@masahirochaen
@ctgptlb
@megikaya
@rowancheung
@shota7180
@luiyoshida
@DataChaz
@ChoimiraiHQ
@Ko__Harada
@shoei05
@pony_pon471
@RyuheiSo
@fladdict
@ctgptlb
@IchiShiogao
@EARL_med_tw
@chatgptair
@luiyoshida

情報収集は「情報が集まる場」を見つける
『ChatGPTについて調べてくれ』と社長から特命を受けた人のためのChatGPT概論

(    )

https://appllio.com/twitter-how-to-use-list
https://speakerdeck.com/doradora09/20230614-chatgptnituitediao-hetekure-toshe-chang-karate-ming-woshou-ketaren-notamenochatgptgai-lun-40minban-v1-dot-00?slide=4


AIツールに関する情報源（医療・研究）

https://note.com/genkaijokyo/

  https://nothing-without-pois
on.com/

ブログ その他

@genkAIjokyo

@iznaiy_emjawak

@Ko__Harada https://slide.antaa.jp/article/vi
ew/0d169d17248d4448

@EARL_med_tw https://drmagician.exblog.jp/i
17/

@YukiKataoka3 https://www.amazon.co.jp/-/e
/B09NF4C88R/

Antaaの登録が必要
https://slide.antaa.jp/

https://note.com/genkaijokyo/
https://nothing-without-poison.com/
https://nothing-without-poison.com/
https://slide.antaa.jp/article/view/0d169d17248d4448
https://slide.antaa.jp/article/view/0d169d17248d4448
https://drmagician.exblog.jp/i17/
https://drmagician.exblog.jp/i17/
https://www.amazon.co.jp/-/e/B09NF4C88R/
https://www.amazon.co.jp/-/e/B09NF4C88R/
https://slide.antaa.jp/


ご清聴ありがとうございました！

Created by 
ChatGPT 

(DALL·E 3) 医療者のためのChatGPT

Linktree: 
https://linktr.ee/kazuzak

https://www.amazon.co.jp/dp/4880029262

